
策定日：

事業・サービス名： 共同生活援助

施設・事業所名： きららホーム

自己評価項目
評価
結果

問題点・課題 改善内容と目標 時期と期間 責 任 者
備　　考

(必要な予算等)

人権の擁護

障害のある方との関係取り方
について、対人援助の職場と
して絶えず点検と見直しが必
要。

法人主催の「虐待防止研修
会」をいかし、人権という視
点から日々の援助の在り方を
振り返る。

R８年4月～R９年
3月

サービス管理
責任者

個別支援計画の実施

日々の細やかな支援は、月ご
とのｷｰﾊﾟｰ会議で検討・実施し
ているが、その支援内容を
「計画」としてわかりやすく
入居者に説明することは十分
でない。

「日々の記録と月次のまと
め」の流れを活かし、「わか
りやすい」支援計画の作成と
説明。

R８年4月～R９年
3月

サービス管理
責任者

家族との連携

ご家族の高齢化に伴い、家
族ー本人、支援者の関係が変
わりつつある。また新しく入
居された比較的軽度で若年入
居者の家族と、しっかりとし
た関係を構築する課題が生じ
ている。

高齢になられた家族との役割
分担の見直し、他の家族との
信頼関係の構築、成年後見制
度、選任された後見人、保佐
人、補助人との連携を図る。
また、新入居者について相談
支援機関と連携しつつ家族と
の定期的な面談を実施する。

R８年4月～R９年
3月

サービス管理
責任者

健康管理

入居者自身の多くが中年から
高齢の年齢になっており、既
往の障害・疾患プラス加齢に
伴う身体機能の衰えが課題と
なっている。

嘱託医療機関及び主治医と連
携し、本人と健康についての
課題認識を共有することを出
発点に、サポートを行う。

R８年4月～R９年
3月

サービス管理
責任者

余暇レクレーション

ホームとしての年間行事計画
を立て、実施する。また、個
人単位の移動支援による個人
外出をサポートする。

R８年4月～R９年
3月

サービス管理
責任者

生活環境の整備
青地ホームは、改装開設後14
年が経ち、水回り関係などに
改修が必要になっている。

R6年度に、青地ホームで「流
し」の更改、２ｆの１居室の
フローリング化を実施。ま
た、志津ホーム（ﾜﾝﾙｰﾑﾏﾝｼｮﾝﾀ
ｲﾌﾟ）では、2居室で退去に伴
う居室整備を行った。

R８年4月～R９年
3月

管理者

事業所内研修

法人主催の「実践報告会」に
ホームの取り組みを継続的に
報告できる力を職員集団とし
て獲得する。
救急救命研修など全職員が定
期的に履修することを方針と
する。

R８年4月～R９年
3月

サービス管理
責任者

リスク管理 大規模災害に備える。
BCP計画に基づき、総合防災訓
練の実施・研修、備蓄品の整
備を進める。

R８年4月～R９年
3月

管理者
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